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研究成果の概要（和文）：アルツハイマー病（AD）は変性性認知症であることから、ADを対象として、進行に伴う摂食
・嚥下障害などの変化様相さらに栄養状態への影響を把握することを目的に調査検討を行い一定の成果を得た。ADの低
栄養にはADの重度化のほか、嚥下機能低下も関連することが示唆され、軽度よりも重度において顕著に低下を示してい
た。またADにおける初期段階低栄養のリスクとして口腔環境（咬合状態等）も有意な影響が示唆された。
AD栄養マネジメントには、変性疾患を意識した摂食嚥下機能、身体機能の変遷、さらには口腔内状態も含めた評価が必
要であることが客観的な知見として確認された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate swallowing function in elderly 
people with Alzheimer’s Disease(AD) in order to determine malnutrition risk factors. Subject: Subjects 
included elderly AD patients requiring care in Japan. The multiple logistic regression models showed that 
Dementia Severity and occlusal contacts were significant with the well-nourished and risk of malnutrition 
groups as the objective variables. However, when the well-nourished and malnourished groups were the 
objective variable, Barthel Index, occlusal contacts, and swallowing ability were significant. The 
results revealed that effective nutritional management for elderly patients with AD requires not only the 
evaluation of nutritional status, but also understanding the differences in risk factors based on 
nutritional status. The results of this study showed that ADL disability, greater dementia severity, 
occlusal contact dysfunction, and swallowing function were significant risk factors for malnutrition.

研究分野： 老年歯科
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１．研究開始当初の背景 
脳卒中を原因とした摂食・嚥下障害の理解が
深まり、その対応として、摂食・嚥下リハビ
リテーション分野は急速に学術的な広がり
を見せている。一方、認知症は摂食・嚥下リ
ハビリテーションの適応外との認識もあっ
たことから、対象者数が多いにもかかわらず
当該障害対応の学術的議論は広く行われて
いないのが現状である。しかし、認知症の摂
食・嚥下障害（拒食、過食、異食、食事中断
など）は脳卒中を原因とした摂食・嚥下障害
とは全く質が異なり、これらの障害への対応
は認知症高齢者へのケアの中でも大きな負
担となっている。 
２．研究の目的 
認知症高齢者における食事支援は、日常生活
を支える重要な支援の一つであるが、その対
応を誤ると、食事量が低下し低栄養さらには
生活機能の低下を引き起こすことが少なく
ない。本研究は、認知症の摂食・嚥下機能障
害を包括的に検討し、その対応方法考案に資
するデータ蓄積を行うことを目的とする。 
３．研究の方法 
本障害に関する検討に関し文献渉猟し、理学、
作業療法も含めた知見の整理および、実態調
査を行い、その結果に基づき変性性認知症
（アルツハイマー型認知症）の摂食・嚥下障
害への評価・対応法、さらには栄養マネジメ
ントの介入ポイントに関して検討する 
４．研究成果 
AD の低栄養には AD の重度化のほか、嚥下機
能低下も関連することが示唆され、軽度より
も重度において顕著に低下を示していた。ま
た AD における初期段階低栄養のリスクとし
て口腔環境（咬合状態等）も有意な影響が示
唆された。 
AD 栄養マネジメントには、変性疾患を意識し
た摂食嚥下機能、身体機能の変遷、さらには
口腔内状態も含めた評価が必要であること
が客観的な知見として確認された。 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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